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1は じめに

近頃、「話 し方」にっいて書かれた本をよく目にするようになった。『相手に 「伝わる」

話し方』{池上彰200鎚 講瑛社)、『上手な話 し方が面白いほど身につく本』{櫻井弘1999/5中教出

版}な ど挙げていけばきりがないほどである。だが、その多くは著者が自らの経験から会

得 した効果的なフレーズを紹介した り、会話の心構えを説いた りするもので、実際の会話

を例にしてその言語特徴を分析し、そこから帰納的に話 し方を説くものは見あた らない。

また、初対面の人との話し方にっいても、相手の興味ある話をしようといった話題の選

び方について説いたものはあっても、初対面同士の会話に特有の話 し方について説いたも

のはない。もちろん話題の選び方は大事であるが、せっか くの話題も相手に受け入れ られ

る話 し方があってこそのものである。

初対面の人同士が話し合いをする場合、互いに相手のことをよく知らないので、質問一

答えを基本として会話が進められると予想できる。しかし、実際の会話は単に質問一答え

が繰 り返 されるだけではなく、時に質問された者が端的な答えを述べるに留まらず、それ

以外の情報を提供す ることもある。また、相手が答えた後、さらに別の質問をする場合も

あるが、相手の答えを受けて関連する情報を新たに提供する場合もある。

本稿では、実際に採取した会話資料を分析して、初対面二者の会話における質問一応答

形式の特徴を述べていく。そして、会話の冒頭部では質問に対して端的な答えのみで終え

る応答形式が多いが、共通の話題が見つかると、端的な答えのみではなく、それ以外の情

報を含めた応答形式が多くなることを示すと共に、感動詞 「えっ」が質問を予告 して会話

を円滑に進行させる談話標識として機能していることを示していく。

2分 析資料について

本稿で分析する資料は、調査のために採取した自然会話である。対象としたのは同 じ大

学に通 う男女の学生で、共に初対面同士である。会話の採取はテーブレコーダーを用いて

行い、その際、二人には録音することを了承してもらっている。会話の時間は約10分 間

とし、その時間で会話が終了するようにお願いしたが、時間内に終了したものはなかった。

会話資料は平成12年10月 に採取 したものである。今回は同時期に採取した資料の うち、

21歳 の女子学生 と20歳 の男子学生の会話を分析対象とした。 もちろん多くの資料を対象

とし、そこに現れる質問一応答形式の多様性を見ていかなくてはならないが、今回は研究

の見通しを立てることを主な目的とし、多くの資料に当たることは今後の課題としたい。
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3 質問一応答形式の分類

ここで､本稿における ｢質問｣と ｢応答｣の定義を述べていくが､まず ｢質問｣につい

ては国立国語研究所 (1960)の文表現の分類を参考にする｡(以下 ｢国研｣と略す)国研

は ｢質問｣を ｢命令Jや ｢依頼｣を含めて ｢要求表現｣の一つに位置づけている｡

(国研 (1960)p.109)

｢質問｣は応答のあり方によって ｢肯否要求Jと ｢選述要求｣に分けられている｡｢肯

否要求Jは yes-noで応答ができるものであるが､国研 (1960)は､｢確認要求｣を ｢話し

手が自己の判断について相手の確認を求める｣1)表現､｢判定要求Jを ｢話し手が､自己
の判断の成立するか否かを､相手の判定にまつもので､yes､no､をもって答えることの

できる｣ZI表現としている｡なお､本稿では安達 (1999)にならって ｢判定要求｣を r真
偽疑問｣と呼ぶ｡真偽疑問を表すものは ｢～カ､～ノ､～ † (上昇イントネーション)｣など

の文末形式を伴い､確認要求を表すものは ｢～ (ヨ)ネ､～ジャナイ｣などの文末を伴う｡

(1) あー車持ってるんだ 自分の† 〔真偽疑問】

(2) わ和光の人だよね 〔確認要求〕

｢選述要求Jは yes-noで応答が不可能なものであるが､国研 (1960)は､｢選択要求J

を ｢どちらかの判断を相手に選択することを要求する｣3)表現､｢説明要求Jを ｢不定詞

を含む質問の表現で､その内容を説明することを相手に求めるl一)表現としている｡なお､

本稿では ｢選択要求｣を r選択疑問｣､｢説明要求｣を ｢疑問語疑問｣と呼ぶこととする｡

選択疑問を表すものも疑問語疑問を表すものも共に ｢～カ､～ノ､～ †(上昇イントネーショ

ン)｣などの文末形式を伴う｡

(3) 朝ですか､晩ですか 〔選択疑問〕(国研 (1960)p.312)

(4) 今 何年生 † 〔疑問語疑問〕

本稿はこの国研の分類に従い､確認要求 ･真偽疑問 ･選択疑問 ･疑問語疑問に当たる表

現を広く ｢質問｣として扱 うことにする｡

次に ｢応答Jについてだが､本稿が問題とする応答は典型的には質問に対する答えに当

たるものである｡真偽疑問に対する応答は､｢はいJrいいえ｣などの応答詞を用いたも
の､応答詞に述語の繰 り返しを加えたもの､｢そうだ｣｢ちがう｣などを加えたものがあ
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る｡確認要求に対する応答も基本的には真偽疑問のものと同じである｡

(5) あー車持ってるんだ 自分の †

いや 親の (応答詞+述語の繰り返し)

(6) わ和光の人だよね

そうっす (述語の繰り返しの代名詞化+判定詞)

疑問語疑問に対する答えは､疑問語で表される不定部分に対する特定表現のみのもの､

これに判定詞を付け加えたもの､述語の繰 り返しを加えたものがある｡

(7) 今 何年生 †

3年です (特定表現+判定詞)

本稿では､以上のような形式Oを取って､真偽を表したり､不定要素を特定したりする

ものを ｢端的な応答｣と呼ぶ｡｢端的な｣と限定を付ける理由は､このような形式ばかり

が ｢応答｣ではないからである｡実際の会話では､相手の質問に対して端的な答えを述べ

た後､答えの理由や答えの内容に関わる個人的な事情を続けて述べることがある (8)｡

また､端的な答えを述べず､その答えを含んだ自分の意見を述べることもある (9)｡8)

(8) 【賢問】

543三 :うんドライブ あ~重持ってんだ 旦竿 地 親の- 艶 台Ii,三助 卓二
〔瑞的な答え〕

51f うん
52m :_l_亀.亀i)_て=. よ(～-

あーなるほど- えっどこら-んに行くの 関南

(9) 〔質問】

73f :そんなにつぶれたの 醒旦娘 !_=･_Qt_S. 軽い事故でももーベシャツとなっちやって
うん

74m

75f い うん
76m :で一直してもど-せ元通りにはなんないし- お金かかるから- だったら一保険

77f そ-だよね- 早いよね- こわーい

78血 ;t_会わせエ二見つき_e_?主項=が.

本稿では､このような応答の現れ方の違いに注目し､初対面二者間の会話における質問

一応答形式を次の2つに分類する｡

A 質問一端的な答え

B 質問一端的な答え+付加情報 (端的な答えを含んだ情報)

Aの形式は質問に対して端的な答えのみで応答を終えているものであるが､Bの形式は

質問に対する蛸的な答えだけでなく､その理由や個人的な事情などの付加情報を提供する

ものである｡つまり､両形式の違いは､質問に対する応答が端的な答えのみか否かである｡
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4 各形式の特徴

では､実際の会話資料に現れたA･B各形式を見ていくこととする｡まずは､会話の冒

頭部に現れたAの形式の例を挙げることとする｡

(10)
ひと {}ん おんIL

03r :えっわ和光の人だよね 今何年生 あっじゃ-あたしと同 じだ-
04m : そうっす 3年です

(LL= あ-rJ ILに
05f えっ旦豊艶 あ_る あっ Rなんだ一 何に見える
06m :あっ Rです 人間関係

違う違う

Aの形式は､質問に対して答えがなされ､それだけでひとまとまりの発話が完結すると

いうものである｡上記の(10)では､fの質問一mの端的な答えという形が繰り返されてお

り､その間にfの情報提供がなされている｡会話の冒頭部では､参加者は互いに相手のこ

とを知ろうとして､相手に関する不明のことを尋ねたり確認したりする｡そのため､ある

程度共通認識が形成され､会話の話題となるものが見つかるまでは､質問と端的な答えが

繰 り返されることとなる｡上記の(10)は､会話の冒頭部で､まだ共通認識を形成しっっぁ

る段階なので､新たな情報提供をすることが難しい｡それは､mの答えに対して Eが ｢じ

ゃ-あたしと同じだ-Jと発話しているが､それ以上続いていないことや､mが発話をし

ていないことから分かる｡Aの形式は主に会話の冒頭部で立て続けに現れ､それもその間

に情報提供が入り込みにくい傾向がある｡

(ll)

35f :アハハ-- 今一人暮らし 実家 あっそ-なんだ ア-ハ あたし
36m : いやいや葵家

…三三 T:今~人暮らしてんだけど ぅんそれだけでも親のスネかじってんだけどね ぁ-

(ll)は､ fの質問 (｢今一人暮らし｣)に対 Lmが端的な答え (｢いやいや実家｣)を

述べるだけで応答が完結 している｡ fはmの応答に対し､繰 り返し (｢実家｣)やあいづ

ち (｢あっそ-なんだJ)を行っているが､mが発話を続けないため､発話権を取って自

分の事情 (現在一人暮らしをしていることなど)を述べている｡

このように､Aの形式は会話の冒頭部に多く見られるが､これは会話を円滑に進めるた

めに必要な共通認識を形成するべく､相手に関して不明 ･疑問なことを様々に聞いていく

ためだと考えられる｡

次に､会話の中途部からBの形式の例を挙げることとする｡

うん あー革持ってんだ 自分の 親の-
ドライブ いや規の 親2_台岸ってるか卓二

…圭三 ;1台借L)て-うん s_i:_あーなるほど~ えっどこらへんに行くの
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Bの形式は､質問に対して端的な答えを述べ､その答えに関連する付加情報を同一話者

が続けて提供することで発話が完結するというものである｡上記の (12)では､fの質問

に対してmが ｢いや親のJと否定の応答をし､続けて ｢親2台持っているから- 1台借

りて- よく-｣とその理由を付加 している｡この段階で会話は rドライブ (車)｣が話

題となっているが､mはこれを会話の話題とする意志があり､積極的に情報提供を行って

いる｡そのため､発話の主導権はmが取り､fは聞き手の行動を取ることになる｡聞き手

の行動とは､あいづちを打ったり､相手に関して分からないことを質問 ･確認して､会話

を継続させることである｡上記の (12)では､｢うん｣とか rあ-なるほどJがあいづち

に当たり､｢えっどこら-んに行くのJが会話を継続させるための質問に当たる｡

Bの形式には端的な答えを顕在させず､その内容を含めた付加情報がくるものもある｡

(13)
67f :そんなにつぶれたの
68m :

-
--_10
.
-ll

∫⊥
m

-
f
m

9
0

1
1
2

6
7

1
7
7

うん
廷臣R%}_='_Qt_S. 軽～馳 =_i_･>_ily__i_tJ･ほ.S_や.?.T

そ-だよね- 早いよね- こわーい
t_亀b_色T=B_?長上?_?Ig頃=が_

上記の (13)では､fの質問 (｢そんなにつぶれたのJ)に対するmの端的な答えを省

略している｡｢(車が)そんなにつぶれたの｣という質問に対する答えとしては､｢うん､
(結構)つぶれた｣などが考えられるが､ここでは答えの理由に当たる内容 (事故にあっ

た革が軽自動車なので､軽い事故でも客体がひどくつぶれたこと)が ｢ペシャツとなっち

やって｣という表現にパラフレーズされ､接続の付加情掛 こ含まれている｡ mが応答をし

ている途中､ fがあいづち (｢うん｣)を行っているが､それによってmの応答が終わり

発話者が替わるということもないため､｢買っちやったほ-が｣までをmの応答と見てい

いだろう｡このように､Bの形式には端的な答えを省略したものが多く､その場合､梢的

な答えの内容はパラフレーズされて付加情報に含まれるのである｡また､mが発話の主群

権をしっかりと握り､それを行使するようになると､ fの行動はほとんどあいづちだけに

限られてくる｡

このように､Bの形式は会話の中途部に多く現れ､それも会話の話題が見つかった後に

現れる傾向にある｡そして､この形式が現れる部分では､発話権を持って会話を進めてい

く者と､聞き手の行動を行う者とが明確になってくるのである｡

5 各形式の分布

4では､会話の冒頭部にはA形式が多く､会話の中途部､それも会話の指見百が見つかっ

た後にはBの形式が多いことを述べたが､実際にはこれらの形式はどのように分布してい

るのか｡会話におけるA ･B両形式の分布状況を見ることとしよう｡

A ･B両形式の分布状況は次の通りである｡
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番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13

番号 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

これを見ると､会話の冒頭部はほとんどAの形式で､後半部はほとんどBの形式である

ことが分かる｡ [17]【18]の ｢A｡｣とはBの要素が強いA形式のことであるが､[19]以降

は全てB形式である｡そこで､B形式が多くなる【16】前後からの会話を見ることとしよう｡

(14)
47f :あっいいですよ
4SrTl:

三言三 .:うん上皇∠ヱ

【15･A]

いやいやいや 盈墜蛙 ハハハハ趣味 趣塵血= 最近止=

【16･B】
あー車持ってんだ 自分の 親の-

いや親の

うん
.i_亀_債9.7二 sF__(_I

53f :湘南とか
54m I

55f ･うん

〔17･AR]
あーなるほど- えっどこらへんに行くの 盈亙

うん湘南とか一描須智とか- 塾生≡あq?_I_S_TjAjSl妄塵_4{_至上さ鼻か_ら_

56rn蔓 稽浜市内のいろんなとこ

[19･B]
57f :へ ハハ 温泉入って帰ってくんだ

[18･A■]
行つちゃうんだ 箱根 エ-

58m : iム 蛙道 温泉1圭丁今度入ろ=二つ_?て__ 1ゝ?

【20･B】
59f :

勘 弘 S_8_L_潤 _,_S_fj. 阜山 ､して桝 即 やないよね包 埋 は且 主 軸

この部分は2人の会話が途切れ､言いよどみや問つなぎが続いた後のものである｡[15]

で fがmに趣味を尋ねた後から､会話の話題がmの趣味である ｢ドライブ (車)｣になり､

この後は【17][18]を除いて全てBの形式となっている｡([17][18]にしてもBの形式に近

いものがある｡)これは､mが車について多くの知識や経験を持っているため､fに多く

の情報を提供できるようになったからだと考えられる｡

この理由は次のように考えられる｡まず一つは､ fの方からmに話しかけ､この会話を

始めたため､会話の前半は fがリー ドしていかなければならなかったということである｡

そしてもうーつは､後半は会話の話題がmの趣味である ｢ドライブ (車)｣になり､mが

自発的に会話をリー ドしていったということである｡

以上のことから､初対面二者間の会話は､前半は互いのことを質問 ･確認しながら会話

の話題を探る段階で､Aの形式が多く､全体的に発話量も少ない｡そして､質問を投げか

ける方がそうでない方よりも発話量が多くなり､会話をリー ドしていく｡一方､後半､そ

れも話題が見つかった後はその話題について述べ合う段階で､Bの形式が多く､全体的に
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発話量は多い｡そして､質問を受ける方がそうでない方よりも発話畳が多くなり､会話を

リー ドしていく､というような特徴があると言えよう｡

6 質問を予告する談話標識

会話参加者にとって､質問-応答はひとまとまりとして認識される｡そのため､1つの

質問一応答が完結すると､参加者は新たな質問一応答が続くと予想する｡よって､次の質

問-移る際､それを予告する談話標識日は特に必要ない｡しかし､直前の発話と独立した

新たな質問-移る際には､それを予告する談話標識が必要となってくる｡次の (15)では

｢えっJがそれに当たる｡

(15)
olf :初めまして ハハハハハ あの- ハハ こんにちはハハハハハ
02m : ビーも初めまして こんにちは

ひと (Lん おんIJl
jfっわ和光の人だよね 今何年生 あっじゃ-あたしと同 じだ-

そうっす 3年です

(15)の ｢えっ｣は会話の冒頭部での挨拶を行った後に現れている｡｢初めまして｣や
｢こんにちは｣といった挨拶は､一方の挨拶に対してもう一方が挨拶で応えることが社会

的に要請 ･期待されるもので､挨拶一挨拶でひとまとまりの発話として詑托される｡その

ため､一組の挨拶が完結すると､参加者は新たに発話を始めて会話を展開していかなくて

はならない｡だが､この際､発話権はフリーになっているため､自分が発話柏を取って発

話を始めることを示す必要がある｡加えて､発話権を取って行う発話が質問であれば､会

話をより円滑に進めるために､質問することを予告して､相手に心構えを作ってもらった

方がよい｡(15)の rえっ｣は､発話権を取ってLl､直後に r自分にとって不明なことを
質問する｣ことを予告する機能を持つと見ることができる｡

田窪 ･金水 (1997)は rえっJの機能を r矛盾 ･関連性の低い情印の受け取りを表明す

るJりこととしている｡(15)の rえっJは情和の受け取りを表明するものではないが､

後に続く質問が先行の内容と関連性が低いという点は当てはまる｡先行内容と関連性が低

い質問を行うからこそ､それを相手に予告しているのだと考えることができる｡

次の (16)の ｢えっJも (15)と同じ機能である｡

あーお茶がうまい 今日のなんかハハハハ いやいやいや か じゃ-ぁっ

葺書£ '･あっいいですよ いやいやいや 墜堕蛙 ハハハハ 趣味 故地 二 組 五二二

(16)の rえっJは Eの質問を予告するものであるが､fが符問をする前に､mが ｢あ

っ｣と言って発話権を取る意思を表明したので､それを受けて fは rいいですよ｣と述べ

て相手に発話を継続するように促している (厳密に言えば､rあっJと述べて fが発話権

を取り直してから､mに発話の継続を促している)｡だが､mが rいやいやいや｣と述べ

て､発話を相続する意思がないことを表明したので､ここで fは予告した質問 (r趣味は

(何か)｣)を実行した｡このような事情から淡指標陀 ｢えっJと質問 r趣味は｣が離れ
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てしまったのだが､mが発話を始めようと思ったにもかかわらず､それを実行しなかった

のは､fが rえっ｣を用いて質問を予告したことによるのだろう｡

会話は場面に依存したものであり､参加者は互いの共通認識と思われることを基盤とし

て話を進めていくこととなる｡よって､もし少しでも不明な点があれば､それは解消して

いかなければならない｡それは相手に質問し､相手がそれに応答することでなされる｡そ

こで､自分が不明な点に気づいた場合､rえっ｣を用いて質問することを予告すれば､相

手は集中して質問を聞き､それに答えようという心構えができる｡rえっJという語は会
話参加者間のやり取りを円滑にしつつも､自分が発話権を取って相手に質問を行うことを

予告する機能を果たす談話標識であると言えよう｡

7 おわりに

本稿では､実際の会話資料をもとに､初対面二者の会話における質問一応答形式の特徴

を述べてきたが､今回は分析の対象とした資料が少なく､本稿で指摘した特徴も単に資料

とした会話に見られた個別的な特徴に過ぎないのではないかと感じている｡今後は資料の

数を増やし､会話参加者の属性や意識の違いなどにも考慮して､初対面二者会話の一般的

な特徴とはどのようなものか考察していきたい｡

ところで､今回は録音終了後に会話の印象をf･mに尋ねてみたが､両者とも最初のう

ちは形式的でつまらないと感じたものの､会話の話題が ｢ドライブ｣になってからは盛り

上がってきて楽しかったと述べている｡また､ fは他に採取した会話にも参加してもらっ

ているが､自分の役割を意識して話したため､他の会話よりもうまくいったと述べている｡

fのいう ｢役割Jとは自分が質問する側に立って相手の興味のあることを探り､見つかっ

たらそれを会話の話塔にしていくということだった｡そうしたことを意識していく中で､

fは質問を予告する rえっ｣を使用したり､相手の応答に関連する質問をしたりするよう

になってきたのだと思われるが､このようなことは初対面二者の会話のストラテジーの一

つと言えるのではないだろうか｡この点についても今後検証を重ねていくこととしたい｡

【注】

1) 国研 (1960)p.305

2) 国研 く1960)p.309

3) 国研 (1960)p.312

4) 国研 (1960)p.313

5) 益岡･田窪 (1992)pp.135-139に基づいている｡

6) 以下､会話資料の引用部に付された下線は､- が質問､≡≡≡=三が端的な答え､-I--が付加情

報である｡また､左側に記された記号は､fが女子学生の発話､mが男子学生の発話であるこ

とを示している｡なお､女子学生･男子学生のことを指す場合にもf･mを用いていく｡

7) 西野 (1993)は.会話の内容理解を助けたり､会話者間のやり取りをよりスムーズにしたり､

会話者間の人間関係を円滑にしたりするものをrディスコースマーカー｣と呼んでいる｡なお.

rディスコースマーカー｣とは本稿のいうr談話標識Jのことである｡
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a) 初庶野 (1998)は､発話順番の交代に機能する談話標識として rだからjrあっ｣rあのJrい

や｣rじゃあ｣などを挙げている｡

9) 田窪 ･金水 (1997)p.266
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